
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

「仙台市働く女性の活躍推進協議会」
【構成団体】
（一社）仙台経済同友会、（一社）宮城県経営者協会、
（株）七十七銀行、（株）日本政策金融公庫仙台支店、
（公財）せんだい男女共同参画財団、仙台商工会議所、
東北経済産業局、宮城県中小企業団体中央会、
宮城労働局、仙台市

・ワーク・ライフ・バランス推進の機運の醸成に向
けた、企業を対象とした集中的な事業展開

・多様な主体との連携の下、短期集中的に女性
の人材育成を進め、地域の女性人材プールを拡
充

企業向けセミナー【仙台市】
総事業費 524 千円

交付金額 262 千円

事業番号 1

経営団体や企業の未来プロジェクト参加企業等
との一層の連携を図り、必要とされるニーズを
拾いながら、企業の取り組みを後押しするため
により効果的な事業を検討していく。

・女性の有業率が低く、M字カーブの谷が深い
・全国平均と比較して性別役割分担意識が強い
・女性管理職比率が10％台と低い状態にある。

・男性の家事育児等を行う時間が女性と比較して低く、
主体的に参画していくための後押しが必要

・協議会開催による女性活躍推進事業の効果的
かつ円滑な実施

・女性の活躍推進に取り組む企業への効果的なサ
ポート

・企業のダイバーシティ経営の推進による地域経済
活性化

・研修参加者数
【目標】100人 【実績】81人

・参加者満足度（5段階評価で4・5をつけた者の割合）

【目標】90％ 【実績】84.5％



事業の概要

●企業向けセミナー
令和５年度仙台市女性活躍推進セミナー「人材育成とアンコンシャス・バイアス」

１ 開催概要
2022年の「就業構造基本調査」（総務省）によると、働く女性は3035万4千人で過去最多、女性の就業率

も53.2％で過去最高となっている。一方、同調査によると、管理職に占める女性の割合は15.3％（宮城
県、仙台市は17.6％）であり、女性管理職の育成が急務である。女性の管理職が少ない背景には、「女性
はリーダーに向いていない」「能力のある女性社員がいない」等、組織における無意識のバイアスや、女
性のキャリア開発への取り組みが不十分であることが影響していると考えられる。
ジェンダーバイアスからの脱却による女性の人材育成が組織にもたらす効果や、女性リーダーの具体的

な育成方法を伝えることで、在仙企業における意思決定の場への女性登用の機運を高めることを目的と
し、セミナーを開催した。
日 時：令和６年２月22日 13:30～15:30※オンライン実施
対 象：企業の経営者、役員、管理職、人事労務担当者等
主 催：仙台市、（公財）せんだい男女共同参画財団
後 援：（一社）仙台経済同友会、（一社）宮城県経営者協会、（株）七十七銀行、

（株）日本政策金融公庫仙台支店、仙台商工会議所、東北経済産業局、
宮城県中小企業団体中央会、宮城労働局
（仙台市働く女性の活躍推進協議会 構成団体）

参加者：81名
２ 事業効果及び効果検証

「人材育成とアンコンシャス・バイアス」という企業の注目度が高いテーマ設定
やオンラインという開催方法等により、メインターゲットである企業の経営者や管
理職、人事労務担当者層から多くの参加が得られた。
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